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1967 年 東京大学大学院工学系研究科建築学専攻修士課程修了　

工学博士

1985 年 東京大学生産研究所教授、1999 年デンマーク工科

大学（DTU）客員教授、2001 年慶應義塾大学理工学部教授、

2008 年独立行政法人建築研究所理事長を経て 2012 年より

現職（就任は 2003 年～）。専門は建築・都市環境工学。

空気調和・衛生工学会会長、日本建築学会会長等を歴任。

IPCC 第 5 次評価報告書の主執筆者。

主な著書に「低炭素社会におけるエネルギーマネジメント」（共

著、慶應義塾大学出版会、2010 年）、「スリム＆スマート未

来都市構想」（単著、エネルギーフォーラム、2012 年）、他

多数。

一般財団法人 建築環境・省エネルギー機
構理事長

村上　周三
Shuzo Murakami

1939 年東京都生まれ

東京大学工学部機械工学科卒、同大学院工学系研究科博士課

程修了　工学博士

旭化成工業・国立環境研究所勤務、東工大及び慶応大学大学

院教授、国立環境研究所理事を歴任。1980 年代より IPCC

活動などを通じて温暖化影響評価、抑制策研究に取り組み、

現在は先進国及びアジア諸国との低炭素社会研究国際ネット

ワーク事務局長として、科学的政策立案に努力。2012 年の

革新的エネルギー・環境戦略策定において中央環境審議会で

の日本低炭素シナリオ作成小委員会委員長。

近著：「低炭素社会のデザイン」岩波新書　2011

公益財団法人 地球環境戦略研究機関　
研究顧問
LCS-RNet/LoCARNet 事務局長

西岡　秀三
Shuzo Nishioka

1964 年生まれ。京都大学法学部卒。1989 年外務省入省。

1996 年 7 月から 1998 年 3 月まで、国際社会協力部地球

規模問題課（当時）に所属し、京都議定書交渉を担当した。

1998 年 4 月から２年間、長崎大学環境科学部にて助教授を

務め、環境国際関係等を担当した。その後、アジア局（現ア

ジア大洋州局）、在バングラデシュ大使館、在英国大使館など

において、アジア、経済協力、日英関係を担当し、2012 年

９月より現職。国連における気候変動交渉に従事している。

外務省 国際協力局　気候変動課長

田村　政美
Masami Tamura


